
あ
る
女
優 

 

首
藤 

静
夫 

 

小
学
校
の
担
任
だ
っ
た
Ｋ
先
生
が
亡
く
な
っ
た
。
九
十
歳
を
超
え
る
長
命
で
大

往
生
だ
っ
た
。
高
峰
秀
子
演
じ
る
『
二
十
四
の
瞳
』
の
「
大
石
先
生
」
の
よ
う
な

慈
愛
に
み
ち
た
先
生
だ
っ
た
。
先
生
を
偲
び
、
高
峰
の
エ
ッ
セ
イ
を
思
い
出
し
て

数
冊
読
ん
だ
。
彼
女
は
女
優
の
傍
ら
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
綴
り
、
出
版
物
も
多
い
。

文
章
の
一
節
が
あ
る
大
学
の
入
試
問
題
に
使
わ
れ
、
当
時
話
題
と
な
っ
た
。 

 

高
峰
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
、
函
館
に
生
ま
れ
た
。
幼
時
に
養
女
と
し
て

東
京
に
貰
わ
れ
た
。
遊
び
に
行
っ
た
撮
影
所
（
松
竹
蒲
田
）
で
目
を
つ
け
ら
れ
て

子
役
に
抜
擢
さ
れ
、
以
後
立
て
続
け
に
映
画
に
出
演
、
天
才
子
役
の
名
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
た
。
函
館
の
実
家
が
破
綻
し
、
彼
女
を
頼
っ
て
上
京
、
十
歳
に
満
た
な

い
彼
女
が
実
家
、
養
家
十
数
人
の
家
計
を
支
え
た
。
そ
の
た
め
高
収
入
な
の
に
貧

窮
に
喘
い
だ
と
書
い
て
い
る
。 

撮
影
が
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
小
学
校
に
も
満
足
に
通
え
ず
、
自
宅
と
撮
影
所

を
往
復
す
る
だ
け
の
毎
日
、
移
動
中
は
眠
り
こ
け
た
ら
し
い
。 

向
学
心
に
燃
え
た
彼
女
だ
が
、
結
局
学
業
を
諦
め
、
そ
の
後
は
仕
事
を
通
し
て

大
人
か
ら
知
識
や
教
養
、
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
そ
う
だ
。 

幼
い
頃
か
ら
の
映
画
育
ち
だ
が
、
映
画
界
へ
の
思
い
入
れ
は
薄
く
、
役
柄
を

淡
々
と
こ
な
す
だ
け
だ
っ
た
と
言
う
。
先
ほ
ど
の
『
二
十
四
の
瞳
』
に
し
て
も
、

本
当
の
主
人
公
は
子
供
た
ち
と
瀬
戸
内
海
の
自
然
だ
か
ら
、
自
分
は
妙
に
色
を
つ

け
ず
自
然
体
で
演
じ
た
と
言
う
。
大
女
優
ら
し
く
勿
体
ぶ
っ
て
書
く
の
か
と
い
う

と
、
さ
に
あ
ら
ず
、
ど
こ
か
醒
め
て
い
る
。 

わ
が
国
初
の
フ
リ
ー
女
優
に
な
っ
た
の
が
二
十
五
才
の
と
き
。
以
後
は
脚
本
を

選
択
し
、
他
の
活
動
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
女
優
業
を
続
け
た
。 

 

エ
ッ
セ
イ
で
は
歯
に
衣
き
せ
ぬ
調
子
で
、
時
に
物
議
を
醸
し
た
そ
う
だ
。
圧
巻

が
前
回
の
東
京
五
輪
映
画
。
市
川
崑
監
督
の
芸
術
的
作
品
に
、
時
の
五
輪
担
当
相

河
野
一
郎
氏
が
、
こ
れ
は
委
託
し
た
記
録
映
画
で
は
な
い
と
異
議
、
大
論
争
に
な

っ
た
。
彼
女
は
市
川
監
督
を
擁
護
す
る
論
陣
を
張
り
、
最
後
に
は
河
野
氏
と
市
川

監
督
の
会
談
を
取
り
持
ち
、
河
野
氏
に
矛
を
収
め
さ
せ
た
。 

度
胸
と
い
い
行
動
力
と
い
い
、
最
早
一
女
優
で
は
な
い
。
今
の
国
会
に
欲
し
い

く
ら
い
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


